
2025年度 富山県
数学

kmkm



.
( ) 与 式 = 9 - 7

=莢

(2 ) 与 式 = - 25 × 2

= - 50
mm

( 3) 与 式 =2√ 8 ×√ 5÷√

= 2√30 ÷ 0⑮
= 2kmm

(4 ) 与 式 = 3 a + 4 - 2 a + 4

= a t 8
mm

( 5)
8 x 王 Y = 4 ～ の

{ 5 x - 3 % = 18 ー②

① × 6 t② より <
:
Y = 4

2 x t 3 Y = 24
よって

+ ) 5 x - 3 Y = 18
x = 6

, y = 4mmn7x = 42

x = 6

x = 6 を ② に代入 して
5 × 6 - 3 Y = 18

⇒- 3 Y = 18 - 30
= - 12



( 6 ) 解 の公式 より
- (- 7 ) ± √( -7 - 4 × 2 × 4

2x =
2 × 4

=築7
mum

C7 ) Y は x に 反比例するのでx とおくと

x = - 2
,
Y = 8 だから

f =
.
a .

. a = - 16

よって 、 Y ー点
( 8 )

上因 より 碁石 の 数 は 1 n - 11 × 4 = 4 n - 4 個
～

19 ) 2 つのさいころを 投げたときの 出る 目 は 、
6 × 6 = 36

通

り …
～



大 きいさいころの 目 が 、 | さいさいころの 目 より
大 きくなるのは
(大 小 ) = ( 2

.
1 )

(3 , 2 ) , ( 3 , 1 )

( 4 .

3 )
,
( 4 .

2)
,
( 4 , 1 )

(5 . 4 ) ,( 5 , 3 )
,(

5

. 2
)

15 . 1 )

( 6 , . 5 ) . (6 , . 4

) .
(

6 .
3
).

(

6,
)

(6
. 1

の 15通 り
…

、 よって 求 める確率 は

倉一感
( 10 )

DB を 通りAC に 乗直 な
A 線 を描 く

) ② の EAC の 交点 が P

OABP で LBAP = 54℃
∠ APB = 90 ~ より

B C ∠ ABP = 180~ - (90 +54
^ )

= 180~ 144 ~= 3点
2
( い ) A は Y =⇒x 上 にあり x = - 2 だから

Y =≠× (-2
㎡

= 2 : : AC - 2

,2
)



B は Y = 上x 上 にあり x = 3 だから

Y = 上 × 32

= 29 : : B 13,mm
直線AB の

式を Y = axtb とおくと 、 A ( - 2 , 2 ) ,

B (3
, 29 ) を 通 るから

2 = - 2atb ーの

- ) 29 = 3atb ー②

- 25 = - 5a

i . a
=

上

よって 傾 きは上
(2 )

AB = CD
,
AC = BD より

DACBD は 向 か 合う 2組 の

辺 が 等 しいので 、 平行四辺形
よって AB 1/ CD



B ( 3, ℃ )
' D

^ *
'
←≠ - 2 =

主品 (
5

←25
'

(-2
,
2 )

3 - (-2 ) =点

よって
D の x 座標 = - 1 + 5 = 4

D の Y 座標 = ー 4 な ⇒ } D14
(3 )

ー 店辺 ノ
…

シ
_、

高さ

平行回辺形 の 面積 = 底辺 ×高さ

三角形 の面積 = 底辺 ×高さま
より P は CD 上 のどの 位置
にいても 、OAPB は常 に 口ACDB

@

P
の 半分 となる P は Y軸上 に

あるから、直線CD の Y切与

直線 CD の 式 をま xtc とおくと 、
～

ヒ AB 1CCD より 、直線AB の

傾 きと等しい。
CC - 1

-
4 ) を 通 るので、



- 4 =

五
x
( - 1 ) + C

: : C =
- 4 + 上

= 一 7
よって 、 は 切片 は (O - ㎡ ) だから熟
3

←

( ) 範囲 = 最大値 一最小値
= 62 - 42

= 20 回
～

( 2 )

第 1四分位数

:

第 1 四分位数== 49 ～～

(3 ) 第 1四分位数 中央値

℃ 0

7
>第3回分位数

:

:



A組 と B組 の
箱ひげ国囲 が 同 じなので 、各組 の

最 、 り 、 値最大値
、
第 1四分位数中央値

、
第 3 四分位数 は

等しい、 表 より

A 組 B 組

最 り . 値 42 = 42

最 大値 62 = 62

第 1四分位数 49 = 49

中央値 53 キ 響 = 53
.

5

第 3四分位数 56 = 56

よって 、 A 組 とB 組 で異 なるのは 、 中央値 である 、

て
正 しい ⑨

Oi0
～回

⑦加
㉙ 0 i0

V
ー正しい⑦
誤りがある 可能性 は 、 51 , 52 ,53 .54 .55 である
第 1 四分位数は 正 しいことから、破 は正 しい

⇒ データは 1つしか
説

っていないので 、 ② も正 しい

中央値を 53回 にするには 、
し ) ⑨ を52 回 にする→= 53
( ii ) ⑨ を 53 回 にする→5 = 53



のいずれ力 である 。

( I ) 51
.
52 が誤 りの場合

⇒⑦ または ⑨ を 修正できないから、 中央値が、
53 回にならない 、 よって

、

51
,
52 は正 しい

(I ) 53 が 誤 りの 場合
( i ) より 52 にすれば 中央値 は 53 になるから

、

誤 りの 可能性 がある

(ジ ) 54 が 誤 りの 場 合
( ii ) より 53 にすれば、 中央値 な 53 になるから

、

誤 りの 可能性 がある

( TV) 55 が 誤 りの場合
⑦ を 全 て 53 にすれば Lii ) と 同様 に 中央値が
53 になるから 、誤 りの 可能性 がある

、

以上 より
、

誤 っているデータとして
考えられるのは 、

53 回 、
54回

、

55 回
mmmww

4
い ) A = 2 a + 5 b , . B = 5 a + 2 b よ

C = Az - B
2

= (A tB )(A - B )
= 12a+ 5 a 督) ( 2 a- 15督 )

= Na t 7 b )(- 3 a + 3 b)



= 7 (atb ) × 3 ( - atb )
= 21 latb )f - atb

acb より - atb は 自然数 であるから
、

21 latb)(-atb )
は和の 倍数である。

12) C は 21 の 倍数 であり
、

こが 整数になるには 、
C が 平方数であれば 良い

21 = 3 × 7

より C が平方数 になるには 、

3
,
7 の 指数 がともに

偶数 となることである
。 C = 3 × 7 = 441 のとき

21( atb(atb= 441
C

@ tb )(-atb) = 2 .
ab は 自然数 であるから、 atb > - atb である

。

積 が 21 となるのは
l tb )(-atb ) = 21 × 1

,
743 の 2通り

( 3 ) atb = 21
.

- atb = 1 のとき
、

atb =21 ーの

+ ) - a tb = 1
ー②

2b = 22
mum

b =いをめに代入 てタール
a t 11 = 21 :

. a = 10

a = 100 b = 11 は 、自然数 だから、 条件を満たす



( イ ) atb = 7
.

- atb = 3 のとき
a tb =リー③

+ ) - a th = 3 ー④
2b = 10 :5

1b = 5 を ③ に代入 して
at 5 = 7

.

-
. a = 2

a =2
.
b - 5 は 自然数 だから、 条件 を満 たす

( アトルレイ )のうち b が 小 さい 方 は 、 bな～であ

また C
の 平方数のうち、 C = 3 × プが 最も 、 さい…

( C =34 × 7
、
x 7、 34 × 74 などが考 えられるが

、

3
. 7 の 指数 がともに偶数 となる 最 り 、 なものは

C = 3
x

% である ) 、
C = 32 x ㎡で 、 ab ともに 自然数の 条件を 満 たし、
最 も 、 さい b の 値 は b… である

(3) C = 483 = 21 × 23

また C = 21 (atb )Gatb ) であるから
上 latb)(- a + b 1 =2 × 23

両辺 を 21 で 割 って
(atb )(- atb 1 = 23

.

23 は 素数であり 、 atb> - atbであるから、
(atb )(- atb ) = 2341

よって

{ atb = 23 ー ①
- a tb = 1 ②



① +② より 2b = 24 :

b = 12
b = 12 を O に 代入 して

a t 12 = 23 :
. a = 11

よって a = 11
, b - 2mmmn

5
しりまず、

円 すいの 頂角を 求 める 、 側面 のおうぎ形 の

周 の長 さと 、 底面 の 円周 の 長 さは 等 しいので 、 頂角
を xとすると 、

12 × 2 ×πおうぎ
形 の周 の 長 さ“6

× 2 面

の円周 の長さ

⇒ 24 ×

36兆 = 12

ゃ 36 兆

=2
兆
= 上

. .x = 1800

」
12cm
.

よって 表面積 は々

‰ に X 124 π× 360 ^
±

6 × 6 × T π

」
6
.

= 144π× I ± 36 π

= 72π + 36π

= 108π cm
～



( に )

① P
PQ

.
R は 円周 を 3等分 する

□

\ ようにとったので
\

6
ィ

PQ =QR =RP
O」
\ よって

6 6

R PQ = QR = RP
a
-

い
⇒ OPQR は正三角形

円 の 中心 を σ とすると
、 半径 は 6 cm だから

OP = 0 R = OR = 6

P 0 から QR に乗線を F ろした足を
H とする

a
," 襲

OPQR は正消形 なの
LQPR = 600

QR に対 する 同周角 と中心角 より
LQOR = 2 × cQPR

= 2 × 600

= 1200

0 OQR は OQ = OR の 二等辺角形 だから
LOQR = CORQ

よって

LOQR = ( 180 - 120
~

) ÷ 2

= 60 ÷ 2

= 30
”

したがって 00 QH は 30- 60 ~ -90 ”の 通角消形より



0 H :

: QH =
1 に 2B

⇒ 6 : QH = 2 : 3
2 QH = 63

:
: QH = 33 cm

DOQR は 二等辺三角形 より H は QR の中心
よって

QR2QH
= 2 × 3√3

p

照
また OPQH は30 -60 ~ - 90 の

1

直角角形 より音 9
) 60× : QP. PH

二 に 2冷
「

m H / R
6万 ⇒ 3√3 : PH = に3

∴ . PH = 33×√
= 9

したがって 、 OPQR の 面積 は

上 , 6.3 × 9 = 27B cm
～



②
A , P . QR を結んでできる
立体 は OPQR を 店面 とする
三角 すいである
A から 、 底面 に F 3 した垂線 の羹童 足 を 工 とするる
I は 円 すいの 店面 (円 ) の

←

中心 となる
。

円 すいの 底面 の半径 は 6 cm 、 AP = 12 cm であるから
OAPI で 三平方 の定理 より

AI = N) “
N144

= 63 =√ 108= 63
よって 、角 ずい A - PQR の 高 さは6Bcmm

,
P
'

③③
6w

Q .
-" I1

⑤ ⑤
bum

④ 「

oR
④

また
、 PQ : QR : RP : 3 : 4 :5 より
LQRP : < RPQ = LPQR = 3 . 4 :5

三角形 の 内角 の 和 は 180~ より



LQRP = 180 ×
3 + 4海 = 180×②= 450

< PPQ = 180 ~×
3+ 4 +5
= 180~14 = 60

”

< PQR = 180 ×

3+= 180
×

5= 75
'

,
P

よって QRT に 対 する 円周角 と
㉖

中心角 より
6 エ LQIR = 2 + cQPRし
60。2 。河 = 2 × 600

R
= 120

'

OIQR は IQ = IR の二等辺涌形 であり 1 から
QR に 垂線 を Fろした足 を Jとすると 、

<QIJ - < RIJ
: 、 < QIJ =120 ~÷ 2 =60

~

OIQJ は 30~ 60 ~90 ”の直角角形”なので
IJ :: QJ

二 に 2冷

⇒ 6 : QJ = 2 : √3
2QJ = 6√3 : QJ = 33
～

J は QR の 中点 であるから
QR = 2 , QJ

= 2 × 3.√
= 6追



,
P

\ Q から PR に垂線 を Fろした足を

130
)

.

℃

、
k K とする

LQRP = 45より OKQR は
Q ^

( )
45

"

450 直角= 等辺角形、 よって 、
6N3 orf KQ : KR :二 にに昨

= KQ : 6√3 = 1 : 昨

BKQ = 603

K)新路聖3可

= 3店
～

KQ = KR より KR = 306

また 、
OPQK は 30~ -60 ~- 90~ の 直角角形 より
PK = PQ :Q に 2河

問
⇒PK : 36= に 3

BPK = 30 E
-

: : PK =33
…

～

したがって
PR = PK + KR

= 3≡ + 3問
よって 、 OPQR

の

面積 は

上 x (33+ 38) × 38



ゆえに 、 求 める体積 は

上 × (3≡+ 38 ) × 3☆
～opaRO 1 照⑤

高さ

=⑥× ( 3≡+ 38 ) × 36×③
=③× 3√6 × (32 + 3.8 ) √3 . 3.0

= 9√ 3 ×(3 万 +3⑦ =B × 33 ×「マ
= 9≡

= 9次 ×3
～

+ 93 ×3暇巡
= 27～ + 9 × 2 × 3√3

m～

= 54 t 54Bmmmin cm
㎡

6
←

"

F E x = 3 のとき
、 AP = 3 .

AQ = 3

だから
、
OAPQ の 面積とは 、

Y = 主 x 3 ×3

D
C =

9
θ . 2

～

A 官 B



(2 ) P が A から B まで 動 くのに 8秒 A から C まで
動 くのに 12秒 かかるから

、
P が BC 上 にいるとき

8 ≤ x ≡ 12

である
F E

このとき
、
Q は 左国 のように

F
'

F 上 にいる

1F‰ OAPQ において 、底辺 をAQ

とすると
、

x D AQ = x

高 さ = 8

“
.…作

だから
、

面積 とは 、
A B

Y =≠ xx × 8
= 4x い … Y=
4

(3) 0 ≡ x ≡ 8 はすでにグラフに 記載済
8 x ミ 2 は 2 )よりY = 4x

よって 、 は x のときのグラフの 式 を考える
し i ) P が CD 上 にいるとき 、

\
F

-'2
x+ 16

P が A から C まで 動 くのに 12秒
A から D まで動 くのに 16秒
かかるから 、 12 x16
このとき 、 Q は 辺 EF上 にいる

。曦 左のように B '. E
'

を 定める

「
A
-

-x +2o B
' B



A - B - C - P - xem
.
A . B - C = 12 cm より

CP = x - 12 cm

よって 、BB = x -12cm 、 したがっ
A = AB - B

'B

= 8 - (x - 12 )

= - xtm2o

また
A - F - Q = xcm、 A - F = 12 cm より
FQ = x - 12 cm

F 書 E
1

FE
'
= ABより FE '= - x + 20

Q上に FE ' - F ℃ P
=( x+20 - ( x - 12 )} A B

"

= - 2xt2
以上 より

OAPQ = DAB
'
E
'

F - (OAB
'

P + OPE
'

Q +OAFQ )

= (- x +4
AB' E' F- (Ix

-x 1 ×

MAB' p 2

OIx ( - 2xt ) × 8
～
. PE

' α

32

+ 五 × (x - 12 ) × 2
～

)
OAFQ

= - 12 x + 48 - ( - 2x + 40 - 8x + 128 + 6x - 72)
= - 12 x + 48 - ( - 4 x + 96 )
= - 8x + 144
したがって

12 Ex
≡

16では Y = - 8 x+ 1444



( i ; ) P が D E上 にいるとき

F
Q
。
E P が A から D まで 動 くのに 16秒

A から E まで 動くのに 24秒
よって 、16 ≡x ≡24

aP
このとき

、

Q は E で 停止 したまま
D

C である
A - B - C - D - P = xcm

.

A - B - C - D = 16 cm より
A B

PD = x - 16 cm
、

したがって
EP = ED - PD

= 8 - (x - 16 )
= - x + 24 .

よって

=≠× (- x + 24 ) × 4

= - 2x + 48

したがって
、

16 ミ xE 24 では 、 = - 2x +48

よってグラフはなの 通り
Y = 4
→

Ix ↓=-8x+ 144

Y = -2x +48

¢



(4 )
= 18となるのは 、
0 Ex ≤ 8 と

Y = 4
→

IC

↓
Y = -8x+ 144

12 Ex ≡ 16 のとき

である

g = -2x +48

↓ しY = 18

( : ) O ≤ x ≡ 8 のとき

グラフの式 を Y = ax ” とおくと 、( 8 ,32 )
を

通 る
から

32 = a × f
2

= 16 a : a =上
よって =≠ x で 、 = 18 を 代入 すると

18 =1 x
㎡
⇐ x

=
36. : x = ± 6

x 7 0 より x = 6

( ii ) 12 ≤ x ≡ 16 のとき
Y = - 8 x + 144 に = 18 を代入 すると 、
18 = - 8x + 144
8x = 126



x = 463
以上 より 水 = 6

. 4
～

ク
()

仮定から
LBAE = LCAE = La ーの

円 の接線 は、接点 を

通 る半径 に

垂直 だから
治 LABE =90 ー②

角形 の 内角 の和 は 180
~ である

ことと
、 ①

.

② から
LBFE = 180- LABF - <BAE

= 90
~

- La ー ③
また 、 AB は直径 だから

<ACB = 90 ー ④
三角形 の 内角の 和 は180 であることと 、 ①④ から
LAEC = 180-LACE - LCA E

= 90
~

- La - ⑤
対頂角 は 等しいから、
LAEC = LBEF ー⑥

③
.
⑤
.
⑥ から
L BFE = LBEF



したがって 2 つの 角 が等 しいから 、 OBEFは等辺
三角形 である 、( 証明終わり )

(2 )

①
AE = BC より BE は 円 O の円周
の長 さの 世 である

。

また LBAG = LGAC より
G は BC の 中点である 。

よってBG は 円 O の 円周 の長さ

の 上 である
、

したがって

4π×£= ュ 0cm

② 難問 mm

① より G は BE の 中点 で
あるから 、 な 国因 ⑦と D

Ψ 面積 は 等 しい

また 、
AB は 直径 であり

LAGB は 直径 に対 する
←⑨円周角 より ∠AGB = 90 ~

さらに ) より OBEF は
=等辺角形 なのでG は
EF の 中点 でもある 、よっ



よって 、 OBEG と OBFG
の

面積は 等しい 。
以上 より 斜線部 の 面積は 、
左国 のピンクで 示 した

DCGB の 面積 と等 しい
次 に G から OB に乗線 を下ろした

足 を H とする
ー

G は BC の 中点 より

孃 < COG =< GOB
.

\

2 人
2
ノ LCOB = 900

だから 、

< COG = LGOB = 45
'

⇒ 0 GoH は 直角 =等辺角形
また 、

OA = OC = OG = 0 B = 2 cm (円 の 半径 )
よって
oFに GH :G = にに江

⇒ GH : 2 = に 政

☆ GH = 2

GH 主 ).主主望冷
=2 cm



OOCG と OOBG において 、
OC = OB ー (a )

OG = OG ー ( b )

LCOG =∠ BOG = 45 ー (c )

( a) , ( b ) .(C )より2 組 の辺 と
'

その 間 の 角 がそれぞれ等 しいので
T2 4502 OOCG ≡ OOBG
殳

\

2
☆ 245 , したがって

、

ん OCG と 0 OBG の

面積 は 等 しい

また 、 ODABにおい

< DAB = 45 cABD = 90であるから、 ODAB は
直角等辺角形、 よって AB = DB = 4 cm

以上 より 求 める 面積 ( DCGB ) は 、

ODAB - ( OAOC TOCOG TOBOG )

“成
AB

(き 「 ≠ x 2 t0

a2品 G= oBOG エ)OAOC

= 8 - ( 2 +
2㎡ )

= 6 - 2fcmimmm


